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マ
ル
ク
ス
白
組
制
地
代
と
倒
値
法
則

(
銘
一
蹴
二
ニ
)

第
一
一
十
一
巷

マ

ル
ク
ス
の
絶
封
地
代
三
慣
植
法
則

(「
7

U

F

タ
λ

の
絶
封
地
代
に
就
て
」
立
(
三
・
完
)

A 

オ三

芳

之

助

7

U

F

ク
ス

ω絹
針
地
代
の
本
氏
に
就
て
は
倣
に
之
を
明
ら
か
に
し
た
る
が
、

A
1
や
誕
に
進
ん
で
マ
U
Y

ク
λ

の
絶

封
地
代
ご
慣
価
法
則
ピ
の
闘
係
を
明
ら
か
に
す
る
を
必
一
安
ご
す
る
。
ゐ
る
論
者
が
い
に
扶
す
る
如

t
、
絶
叫
割
地
代
の

成
立
を
決
定
す
る
上
に
、
制
値
法
則
は
川
市

Lτ
山
田
も
川
を
錯
し
て
居
ら
な
い
で
あ
ら
う
か
o

7
市

F

ク
λ

の
紹
封
地

代
を
否
認
せ
ん
ご
す
る
論
者
は
ポ
u
p
t
r

ケ
ヲ
キ
ツ
チ
に
せ
よ
、
ス
ピ
ッ
ツ
に
せ
よ
、
凡

τ
マ
ゲ
グ
λ

の
倒
値
正
生

産
開
恨
締
正
の
矛
盾
を
指
摘
す
る
も
の
で
あ
る
。
ボ
ル
ト
ケ
ク
キ
ヅ
チ
は
多
数
ゆ
腕
隣
卒
者
、
就
中
レ
キ
シ
λ

、
4

1
ム・
J

ク
ェ
戸
夕
、
ゾ
ム
バ
U
F

ト
等
が
伽
々
の
駄
に
就

τ
多
少
の
見
解
の
相
h

泌
を
示
せ
る
に
拘
ら
?
.
倒
伯
は

歴
史
上
生
旅
煩
椛
に
先
に
つ
も
の
で
あ
る
逼
の

7
w
ク
ス
的
見
解
に
到
し
、
」
一
伐
仁
反
濁
せ
る
ニ
正
を
前
提
ご

L

て、

7

庁
ク
ス
は
、
彼
が
構
成
し
た
る
生
滞
債
桁
を
越
ゆ
る
恨
他
の
超
過

ω
意
義
に
於
げ
る
絶
封
地
代
の
概
念

が
、
償
格
構
成
現
象
の
質
際
に
一
致
す
る
ご
の
泣
泌
を
提
示
し
て
ゐ
る
も
の
で
は
な
い
ご
結
論
L
て
ゐ
る
。
.
更
に

λ

ピ
y

ヅ
は
7

戸
ク
月
資
本
論
第
一
容
ピ
第
一
一
一
容
己
の
理
論
的
矛
盾
セ
認
む
る
な
ら
ば
ポ
戸
ト
ク
キ
ツ
チ
の
見
解

仁
一
賛
同
し
得
る
も

ωで
あ
る
己
は
し
、
賞
際
仁
於
て
絶
封
地
代
の
批
評
は
、
生
産
倒
格
の
批
評
，
こ
一
同
[
義
で
あ
る

ご
な
し
、
一
、

y
p
λ

の
絶
封
地
代
論
は
償
給
問
題
の
方
而
仁
於
り
る
理
論
的
矛
盾
の
上
に
立
ー
ら
れ
た
る
も
の
ご

Bortk也、¥'icz.Dic Hodbert1l5schc Gnmdrel1tcnthf!orie IInd dic l¥Jarxsche 

Lel1re、onder ahso!utc Grundrente. Z¥¥CllCr Artikcl. (Archiv fur uIe 
Gcschichtc d田 Sozialisllllls l1nd der Al'hciterbcwegun!r. Erst山s.md.

Leipzig. 1911.) S. 424. 425目
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-
ピ
ッ
ヅ
の
考
ふ
る
所
に
よ
れ
ば
、
同
慣
低
論

ω任
務
は
草
に
債
格
現
象
を
説
明
す
る
に

あ
る
。
然
る
に
マ
ル
ク
ス
は
債
値
ご
生
産
償
絡
ご
に
於
て
明
ら
か
に
矛
盾
せ
る
ニ
倒
的
債
格
設
明
的
根
祇
を
奥
へ

て
ゐ
る
。
然
る
に
明
白
な
る
債
桁
現
象
は
一
の
根
紘
一
の
み
よ
・
り
し
て
説
明
せ
ら
る
R

べ
き
で
あ
る
と
主
張
す
る
。
従

て
彼
は
マ
U
F

ク
ス
が
園
間
値
が
生
産
債
格
仁
先
げ
い
つ
も
の
ご
主
張
す
る
は
歴
史
的
に
も
・
理
論
的
に
も
・
勝
又
一
帯
賃

上
に
も
承
認
せ
ら
れ
ざ
る
所
で
あ
る
ご
述
べ
、
債
伯
は
生
産
煩
絡
に
蹄
一
す
べ
き
も
の
で
ゐ
る
と
解
し

τゐ
る
。

彼
は
成
後
に
結
論
し
て
日
〈
、
五
円
人
は
9
カ
ア
ド
ど
共
仁
崎
労
働
慣
鈍
論
の
適
用
範
国
内
に
於
て
は
、
級
制
剖
地
代
が

後
生
す
る
は
不
可
能
で
あ
る
芭
考
ふ
o

何
正
な
加
い
ば
岡
胴
値
は
不
獲
資
本
、
可
擾
資
本
及
び
一
般
利
潤
率
よ

h
な

h
J
、
従
て
生
産
調
絡
に
等
し
い
か
ら
で
あ
る
ピ
。

主
張
す
る
も
の
で
あ
る
。

併
し
惑
に
注
意
す
べ
き
は
7

U

F

ク
ス
の
侭
侃
論
は
相
調
的
な
る
交
換
傾
位
、
若

L
〈
ば
交
換
閥
係
の
外
に
、
ぞ

れ
が
内
容
質
慨
を
な
す
絡
調
的
な
る
困
問
他
概
念
を
前
提
ご
し
て
ゐ
る
鮎
で
あ
る
。
而
し
て
彼
は
此
の
同
情
他
概
念
を

分
析
解
剖
す
る
こ
ど
に
よ
っ
て
初
め
て
そ
れ
が
現
象
形
態
た
る
究
換
償
値
の
異
相
を
合
得
し
得
る
も
の
正
考
へ
て

ゐ
る
の
で
あ
る
0

マ
ル
ク
ス
に
ゐ
つ
て
は
債
佐
古
交
換
煩
倣
，
乙
は
同
一
物
で
は
な
い
の
で
あ
っ
て
、
比
の
雨
者
が

明
確
に
識
別
せ
ら
れ

t
ゐ
る
こ
ご
は
マ
U
F
F
λ

煩
他
論
の
重
要
な
る
特
質
を
錦
す
も
の
で
あ
る
。

7

ル
グ
旦
に
於

τは
阿
咽
倣
概
念
吉
岡
慣
格
概
念
正
は
別
伽
の
も
の
た
る
の
で
あ
る
o

古
れ
ば
上
掲
の
論
者
は
マ
ル
ク
ス
の
倒
値
己
交

換
欄
値
子
炉
』
混
論
L
て
ゐ
る
の
で
は
な
か
ら
う
か
o
A
Y
立
鰯
っ
て
マ
ル
ク
旦
の
総
謝
地
代
に
つ
い
て
見
る
に
、
そ

の
地
代
の
根
祇
を
な
す
償
倣
も
T

ル
タ
λ

特
有
の
絡
調
的
な
る
困
問
値
概
念
な
ゐ
を
知
ら
な
〈
て
は
な
ら
な
い
。

血
胤
仁
述
べ
し
刻
{
絡
調
地
代
は
農
産
物
の
生
産
一
師
側
格
を
J

越
ゆ
品
調
値
の
超
過
、
換
言
す
れ
ば
卒
均
利
潤
セ
越
ゆ

一一一

iIl: 

苑

第
二
十
一
巻

(
弟
一
蹴
一
ご
ニ
)

マ
ル
ク
ス
の
組
割
地
代
左
個
値
法
制

Philipp Spitz， Das Problem der allgemeinen Grundrente bei Ricardo， 
Rodbertus und MaTx. 11. (Jahrbucher砧rNationalbkonomie und Statis-
tik. III. Folge. 51 Band 1916) S.出 ι-626

Spi tz， a. CI. O. 5目 628.
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詑

都
一
一
十
-
谷

宮島

観

苑

マ
ル
ク
ス
白
絶
劃
地
代
と
個
値
法
則

凹

[g 

る
農
業
の
超
過
俄
剰
債
値
が
、
土
地
所
有
に
拘
束
せ
ら
れ

τ、
地
主
に
地
代
正
し
て
糖
化
す
る
も
の
で
あ
る
。
但

し
右
の
生
産
調
格
を
越
ゆ
る
債
値

ω超
過
全
部
が
、
常
に
絶
封
地
代
に
繭
神
化
す
る
要
な
〈
従
て
地
代
法
則
H
)

〉

m
-
H
H・
2
・lHM・
司
'
凶
)
口
同

H
戸

当
l
H・
巧
が
其
の
効
力
を
失
ふ
に
至
る
こ
正
は
阪
に
述
べ
た
る
如
く

で
あ
る
。
マ
U
F

ク
λ

は
資
本
論
的
各
所
に
於
て
・
農
産
物
が
共
生
産
欄
絡
以
上
に
由
貿
ら
れ
、
而
か
も
共
の
慣
値
以

下
で
官
ら
れ
、
従
て
絡
調
地
代
が
倒
倣
己
生
産
債
格
£
の
全
差
額
に
迩
せ
な
い
こ
芭

ωあ
り
得
べ
き
を
明
言
し
て

ゐ
る
。
然
し
何
札
に
し

τも
生
産
調
格
以
上
内
側
伯
超
過
に
恭
〈
絶
封
地
代
な
る
も
の
は
、
農
業
上
仁
一
於
り
る
伶

剃
倒
仙
の
一
部
じ
過
ぎ
な
い
も
の
で
、
そ
れ
が
地
代
に
鞠
化
し
て
地
主
に
占
的
帆
せ
ら
る
、
も
の
に
外
な
ら
な

νω

で
ゐ
る
。
銭
に
問
題
ご
な
る
は
、
上
越
の
如
く
土
地
所
有
が
農
産
物
を
生
所
欄
絡
を
越
ゆ
る
侭
倣
泌
b
に
迄
資
却

せ
し
む
る
檎
カ
を
布
す
る
正
す
る
な
ら
ば
、
何
故
仁
土
地
所
有
は
同
伐
じ
農
産
物
を
比
(
側
侃
以
上
に
随
っ
て
獅
占

同
桐
椛
に
て
責
却
せ
し
む
る
推
力
を
賦
興
せ
ら
れ
な
い
の
で
め
る
か
。

7

F

ク
ス
は
農
産
物
が
其
の
生
産
制
椛
以
上

倒
侃
以
下
に
て
寅
ら
れ
、
従
て
地
主
の
取
得
す
る
地
代
が
、
農
産
物
の
倒
仙
川
正
生
産
倒
格
正
の
会
差
額
に
逮
せ
な

い
市
干
の
ゐ
る
べ
き
は
躍
踏
な
く
之
を
認
め
て
ゐ
る
が
、
そ
れ
が
此

ω差
額
以
上
に
上
h
得
べ
詰
ニ
ピ
は
一
一
見
之
を

容
認
す
る
を
好
ま
ぬ
伐
に
見
ね
る
o

例
へ
は
農
産
物
が
其

ω生
産
債
格
以
川
ょ
に
販
寅
吉
れ
る
に

L
て
も
、
そ
れ
は

決
し
て
、
其
の
債
値
以
上
に
版
資
さ
れ
る
事
を
誇
朋
す
る
も
の
で
は
な
い
。
更
に
商
品
が
平
均
利
潤
以
外
に
地
代

を
生
ず
る
ピ
の
事
情
は
、
其
の
商
品
が
固
有

ω伺
値
以
上
じ
阪
質
せ
ら
る
、
こ
子
宮
一
越
明
寸
る
も
の
で
は
な
い

ピ
、
詞
へ
る
か
ら
で
あ
る
o

乍
併
之
を
以
て
、
マ
ル

P
1
は
土
地
所
有

ω障
壁
の
た
め
資
本
の
流
入
が
遮
止
せ
ら

れ
た
場
合
、
農
産
物
の
腐
絡
が
其
の
舗
伯
以
上
に
上
b
得
ぬ
も
の
ご
主
張
せ
る
か
の
如
〈
解
し

τは
な
ら
な
い
の

Marx， Das Kapital III 2. S. 291. S. 29S--2g6 
lViarx. a. 3. O. S. 297 
Marx， Das Kapital III 2. S. 291. 
Marx. ThcOlicn iibcr dcn MchrwClt U 1， S. 195 
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で
ゐ
る
o

唯
7

戸
ク
ー
は
農
産
物
山
債
格
が
償
値
以
上
に
永
久
的
に
勝
賞
す
る
こ
こ
除
、
民
際
世
界
に
は
殆
ん
ど

起
ら
.3
る
こ
ご
、
し
て
餓
h
立
入
っ
て
論
じ
て
ゐ
な
い
ま
で
ャ
ゐ
る
。
唯
↑
唱
も
外
岡
ピ
の
穀
物
貿
易
が
行
は
れ
な

い
一
小
島
に
於
て
は
、
穀
物
食
料
品
は
無
悦
件
で
、
他
の
凡
て
の
生
産
物
正
問
品
川
に
濁
占
師
慣
格
‘
郎
も
需
要
(
支

梯
能
力
あ
る
)
の
賦
態
に
よ
っ
て
の
み
制
限
せ
ら
る
、
所
の
償
格
で
寅
却
せ
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。
而
し
て
此
の
支

梯
抽
出
カ
あ
る
印
刷
要
は
、
供
給
せ
ら
る
、
生
産
物
の
煩
桁
の
一
高
に
従

τ、
共
の
量
及
び
範
閣
に
大
な
る
相
違

ωあ
る

も
の
で
あ
る
。
然
し
此
の
場
合
を
以
て
欧
洲
諸
問
に
於
て
華
も
問
題
ご
な
ら
、
さ
る
例
外
ぜ
し
て
深
〈
立
入
っ
て
論

ゃ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
併
L
理
論
上
白
土
地
所
有
の
嫡
占
仁
よ
り

τ、
農
産
物
が
其
の
阿
慣
値
以
上

ω異
質
の
獅

山
岡
問
絡
を
以

τ阪
責
せ
ら
る
、
の
可
能
は
、

7
w
ク
月
一
か
決
し
て
宥
過
せ

y
b
し
所
で
あ
る
。
日
〈
生
産
物
又
は

土
地
自
憾
の
濁
占
領
格
が
地
代
か
ら
澗
立
に
存
在
せ
る
が
故
に
、
そ
の
絢
占
岡
恨
格
か
ら
地
代
が
後
生
す
る
か
・
右

し
〈
ば
地
代
が
存
在
す
る
が
故
仁
生
産
物
が
獅
占
領
絡
で
販
克
也
ら
る
、
か
一
台
か
を
匝
別
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
土
地

所
有
な
る
も
の
は
、
地
代
を
支
抽
脚
ふ
司
】
古
な
〈
し
て
は
、
未
耕
地
に
於
り
る
投
資
を
許
苫
な
い
ご
い
ふ
防
壁
に
よ

う
て
、
穀
物
を
し

τ其
の
生
産
償
絡
以
上
の
み
で
は
な
ぐ
、
向
又
某
の
傾
侃
以
上
ト
い
も
販
肖
貝
せ
し
む
る
正
す
れ

ば
、
か
、
る
場
合
に
は
、
地
代
が
獅
占
師
慣
格
を
造
り
出
す
ニ
ピ
に
な
る
で
ゐ
ら
う
H

ご
一
五
へ
る
に
徴
し
て
明
ら
か

で
あ
る
。
土
地
所
有
の
濁
占
の
結
果
、
農
産
物
山
債
格
は
、
生
産
倒
格
以
上
仁
、
叉
場
合
に
よ
っ

τは
‘
償
値
以

上
に
も
販
寅
せ
ら
れ
得
る
も
の
正

ω理
論
上
の
可
能
は
・
マ
庁
ク
ー
の
決
し
て
看
過
せ
ざ

h
L
所
で
あ
る
o

唯
彼

は
農
産
物
が
そ
の
舗
値
以
上
に
版
寅
せ
ら
る
、
こ
ど
は
、
倣
洲
諸
闘
に
於
℃
現
一
貨
に
起
ら
・
3
る
所
ピ

L
て
、
深
'
l

立
入
っ
て
論
じ
な
か
ヴ
た
迄
で
あ
る
G

然
ら
ば
土
地
所
有
の
濁
占
の
た
め
、

若

t
農
産
物
が
そ
の
償
値
以
上
の
奥

施

詑

マ
ル
ク
入
白
地
剥
岨
品
川
と
憤
畑
出
叫

出
二
十
一
容

(
第
一
蹴

五

五
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明明細川州川崎川川
t
d
K

苗t

事包

マ
ル
タ
λ

白
絶
対
地
代
と
憎
値
法
則

第
二
十
一
巻

(
第
一
旗
-
-
六
)

プョ

賞
の
湖
占
債
格
を
以

τ版
責
せ
ら
る
、
な
ら
ば
、
此
の
川
婦
人
口
生
十
る
濁
占
地
代
(
農
産
物

ω濁
占
偲
格
ご
償
低
ピ

の
差
額
)
己
縫
針
地
代
(
農
産
物
の
生
産
倒
格
ご
伺
値
ご
の
差
額
)
正
は
如
何
な
る
阿
品
川
に
立
つ
で
あ
ら
う
炉
。
メ

此
の
際
7

U

F

ク
ス
の
償
値
法
則
は
如
何
な
る
影
響
を
受
〈
る
で
あ
ら
う
か
。

7

M

F

ク
λ

に
よ
れ
ば
、
極
々
な
る
生
産
部
商
仁
於
り
る
除
制
判
M
慣
値
が
平
均
利
潤
に
均
等
化
す
る
-
て
こ
が
、
入
品
局

的
又
は
自
然
的
の
伺
占
、
就
巾
土
地
所
有
り
皿
明
白
ご
レ
ふ
障
壁
の
た
め
に
妨
げ
ら
れ
、
か
〈

τ商
品
の
生
産
債
格

及
ぴ
同
情
他
を
越
ゆ
る
獅
占
痕
肱
仰
が
費
生
可
能
己
な
る
に
し
て
も
、
商
品
の
債
値
い
い
よ
っ
て
賦
興
せ
ら
る
、
限
界

は
、
た
め
に
底
除
せ
ら
る
、
に
至
一
ら
な
い
で
ゐ
ら
う
o

あ
る
商
品
の
濁
市
伺
絡
は
、
他
の
術
品
生
産
者
の
得
べ
き

隼
闘
の
利
潤
の
一
部
分
が
、
獅
占
師
慣
絡
を
有
す
る
商
品
に
移
特
せ
ら
れ
仕
る
も
の
に
過
ぎ
な
い
。
従
て
各
組
の
生
産

部
面
開
へ
の
愉
剃
倒
仙
の
分
配
に
於
て
、
間
接
に
郎
分
的
の
慌
乱
が
槌
る
で
ゐ
ら
う
が
、
伶
剃
附
恨
伯
自
般
の
限
界

は
品
理
化
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
o
濁
占
償
絡
を
ト
付
す
る
附
日
聞
が
祭
働
者
の
必
要
消
費
に
入
込
む
な
ら
ば
、
而

Lτ

券
働
者
が
従
前
団
地
b
抽
労
働
力
の
欄
似
を
支
榔
は
る
、
な
ら
ば
、
か
、
る
商
品
は
努
貨
を
高
め
、
之
に
よ
っ
て
伶
刺

繍
他
を
減
少
せ
L
む
る
で
ゐ
ら
う
。
叉
か
、
る
商
品
は
叫
背
負
を
労
働
力
の
倒
値
以
下
仁
低
下
せ

L
む
る
も
の
で
は

あ
る
が
、
然
し
か
、
る
依
下
は
勢
貨
が
物
理
的
以
侭
限
度
以
上
仁
立
つ
限
り
に
於
て

ωみ
行
は
晶
、
所
で
あ
る
。

此

ω場
合
獅
占
債
格
は
、
賞
質
M
胃
袋
ご
仙
の
資
本
・
山
部

ω得
べ
き
利
潤
正
よ
り
の
控
除
に
よ
っ

τ支
挑
は
る
、
で
あ

ら
う
。
濁
占
岡
間
格
が
商
品
回
偶
伯
の
正
常
的
調
節
に
影
響
す
る
限
度
は
、
確
定
せ
ら
れ
正
確
に
計
算
せ
ら
る
、

E
ゐ

p
h
'
フ。マ町

Y

ク
ス
は
盗
に
於

τ明
言
す
る
で
あ
ら
う
。
若
し
濁
占
領
格
が
地
主
に
よ
っ
て
強
要
苫
る
、
な
ら
ば
、
同
情
値

l¥farx. a. a. 0， S. 3日7.10) 
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法
則
は
そ
れ
が
債
絡
を
決
定
す
る
限
度
に
於
一
ー
の
み
影
響
せ

ι晶
、
で
あ
ら
う
。
併
L
之
を
以
て
商
品
は
岡
恨
倣
法

則
の
支
配
を
釜
〈
離
脱
し
た
も
の
で
は
な
い
。
此
の
際
に
も
債
品
川
法
則
は
依
然
行
は
れ

τ
ゐ
る
o

寧
ろ
拙
労
賃
及
び

利
潤
の
一
部
分
が
地
主
に
移
縛
す
る
で
あ
ら
う
。
而
し
て
此
の
獅
占
地
代
は
北
(
の
限
界
を
、
他

ω資
本
家
の
得
ぺ

き
利
潤
及
び
労
働
者
の
帥
背
負
己
物
理
的
最
低
限
度
の
生
計
さ
の
差
額
り
中
仁
見
出
す
で
あ
L
ぅ
。
此
の
債
伯
の
範

囲
内
に
於
け
る
債
格
決
定
は
、
正
規
朕
態
で
あ
っ
て
、
地
代
の
正
常
航
路
は
倒
鎚
に
よ
る
倒
桁
決
定
の
範
囲
内
に

あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
正
情
的
地
代
は
尚
品
の
煩
儲
構
成
部
分
ご

L
て
、
社
(
の
限
界
が
勢
貨
及
び
利
潤
に
劃
L
E
継

に
決
定
せ
ら
る
、
場
合
J

じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
さ
れ
ば
土
地
所
有
の
凋
占
ご
一
般
市
況
帥
も
需
袈
供
給
の
具
悌

的
事
情
の
如
何
に
よ

h
、
農
産
物
の
債
格
が
共
の
生
産
倒
栴
以
上
に
も
、
叉
其
の
刷
岡
純
以
上
に
も
上
り
得
る
可
抱

は
、
決
L
て
7

U

F

ク
λ

が
之
を
看
過
せ

yhJ
し
別
で
あ
る
。
唯
農
産
物
が
生
産
債
椛
以
上
川
岡
純
遇
。
又
は
以
下
に

阪
自
民
せ
ら
る
〉
ぜ
以

τ正
常
的
場
合
ご
な
せ
し
の
み
で
あ
る
。
従
て
か
、
る
正
悩
的
場
合
に
於
て
の
み
、
総
封
地

代
一
炉
後
生
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
若
L
農
産
物
が
其
の
倒
値
以
上
に
版
戎
せ
ら
る
、
な
ら
ば
後
生
す
る
地
代
(
農

産
物
の
濁
占
領
格
正
一
舗
値
正
の
差
額
)
は
純
然
記
る
獅
占
地
代
で
あ
っ
て
、
こ
は
他

ω産
業
部
而
か
ら
の
勢
貨
及

び
利
潤
の
控
除
に
よ
っ
て
、
形
成
せ
ら
る
、
も
の
に
外
な
ら
な
い
V
O

従
て
農
業
上
に
於
け
る
品
開
制
制
使
値
の
一
却
で

あ
っ

τ、
そ
れ
が
地
代
に
柑
開
化
し
て
、
地
主
に
よ
っ

τ占
取
せ
ら
志
、
絡
調
地
代
、
並
に
一
般
的
に
市
場
を
調
節

す
る
所
の
生
産
債
格
の
下
に
行
は
る
、
農
業
伶
剃
俄
伯
の
地
代
化
せ
る
差
盆
地
代
り
二
つ
の
地
代
形
態
の
み
が
正

規
の
地
代
形
践
で
あ
っ
て
、
こ
れ
以
外
の
地
代
は
た
い
V

異
質
の
伺
占
師
間
格
に
立
脚
L
得
る
の
み
で
あ
る
凶

右
の
如
(
解
L
て
初
め
て
絶
封
地
代
の
成
立
上
、
順
位
法
則
が
密
接
な
る
凶
係
ゐ
る
ニ
己
が
明
白
に
な
る
の
で

詑

~Iî 

マ
ル
ク
ス
白
絶
封
地
代
と
傾
他
法
則

停
ニ
イ
一
巷

(
第
一
一
瞬
一
一
七
』

k 
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1
」

q
J

L
l
k
f
h
 

h
M守
口
札
制

i
h
A
ー

ι
m
M
同
h
h
h
1
r
H
N
K

マ
ル
ク
ス
小
山
総
封
地
代
と
倒
値
法
川

Wt 

苑

「
第
一
概
一
-
八

第
二
十
一
審

ノ、

あ
る
o

従

τ絶
封
地
代
の
成
立
上
、
農
薬
資
本
的
組
戚
が
枇
曾
的
一
半
均
資
本
組
成
よ
り
も
低
位
な
る
こ
ピ
が
必
要

で
ゐ
る
o

然
る
に
ボ
ル
ト
ケ
タ
キ
ツ
ヲ
は
組
封
地
代
の
大
小
は
、
会
〈
原
始
的
倒
倣
法
則
に
依
つ

τ
定
め
ら
れ

す
、
従
て
農
業
資
本

ω有
機
的
組
成
が
相
潤
的
低
位
に
あ
る
こ
£
は
、
全
〈
其
成
立
若
し
(
ば
弁
舗
の
必
要
保
件

を
な
す
も
の
で
は
な
い
ご
主
張
L
工
居
る
。
彼
等
は
惟
へ
ら
〈
、
土
地
所
布
の
澗
出
正
需
要
正
の
闘
係
如
何
に
よ

っ
て
、
農
産
物
の
傾
桁
は
北

(ω
煩
値
以
上
仁
も
上
る
も
の
な
れ
ば
、
農
業
資
本
の
有
機
的
組
成
が
幾
化
し
て
も
、

農
産
物
に
封
す
る
需
要
は
必
や
し
も
そ
れ
が
錦
め
に
槌
動
す
乙
も
の
で
は
な
い
か
ら
、
土
地
所
布
が
資
本
投
下
に

劉
L
て
制
限
に
る
こ
ご
依
然
能
の
如
〈
で
あ
る
ご
す
れ
ば
、
労
働
に
依

τ農
業
上
に
産
山
せ
ら
る
、
伶
剰
欄
値
の

増
減
如
何
に
拘
ら
す
、
農
産
物
内
夜
間
倒
か
ら
山
費
ご
平
均
利
潤
デ
官
僚
除

L
M跡
に
、
猶
ほ
依
然
J

正
し
て
地
代
た

る
ぺ
き
除
剃
が
残
る
場
合
の
可
飽
な
る
は
充
分
考
へ
得
ら
る
べ
き
で
あ
る
正
副
併
L
乍
ら
‘
か
、
る
場
合
地
代
が

畿
生
す
る
可
協
は
マ
U
F

ク
λ

も
亦
、
充
分
認
む
る
所
で
あ
っ
て
、
印
も
農
業
資
本
の
組
成
が
枇
曾
的
平
均
組
成
に

迷
せ
る
た
め
、

7
y
ク
ス
の
所
諦
絶
叫
割
地
代
は
費
生
す
る
こ
己
不
可
飽
で
あ
る
が
、
農
産
物
が
共
の
償
値
以
上
に

販
一
民
せ
ち
品
、

ωで
ゐ
る
か
ら
、
叫
川
崎
地

ω他
の
産
業
部
而
か
ら
の
除
剃
償
他

ω持
除
た
る
獅
占
地
代
が
俊
生
す
る

も
の
百
マ
ル
ク
ス
は
謝
ふ
で
ゐ
ら
う
。
斯
く
し
て
初
め

τ農
業
資
本
の
一
中
均
組
成
が
、
刷
合
的
一
中
均
資
本
の
組
成

ご
同
一
な
る
か
、
叉
は
よ
り
高
位
で
あ
る
な
ら
ば
、
絶
封
地
代
は
哨
削
減
す
る
で
め
ら
れ
・
こ
い
w

ふ
マ

Y

ク
ス
の
言
は

正
賞
仁
解
せ
ら
る
、
の
で
あ
る
。

，C 

，c 

"1':: 

リ

" 

要
之
、
組
制
割
地
代
な
る
も
の
は
、
農
業
品
川
剃
師
恨
侃
の
一
部
分
で
あ
っ
て
、
そ
れ
が
地
主
に
よ
っ
て
資
本
家
た
る

Bortlocwicz， a. a. O. S. 4::!6 
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小
作
農
業
者
か
ら
兎
に
搾
収
せ
ら
る
、
も
の
に
外
な
ら
な
い
。
絶
封
地
代
が
誕
生
す
る
た
め
に
は
倒
位
法
則
が
重

要
な
る
任
務
を
な
す
も
の
な
る
ニ
ご
は
上
通
せ
る
知
〈
で
あ
る
o

き
れ
ば
焔
掛
地
代
の
成
立
上
倒
航
法
則
M
Y
J
恰
も

用
を
活
し
て
ゐ
な
い
さ
主
張
す
る
論
者
は
、
絡
調
地
代
の
概
念
ご
濁
占
地
代
の
御
念
ご
を
混
請
し

τゐ
る
も
の
ご

云
は
な
〈
て
は
な
ら
な
い
。
リ
カ
ア
ド
地
代
論
に
於
て
は
、
自
由
な
る
資
本
投
下
に
劃
す
る
陣
蛍
ご

L
て
の
土
地

所
有
が
認
め
ら
れ
て
ゐ
な
い
。

7

ル
ク
月
自
身
の
一
五
へ
る
如
〈
封
建
的
土
地
所
布
川
り
此
も
強
〈
維
持
せ

ιれ
て
ゐ

る
英
闘
に
於
て
、
土
地
所
有
が
存
在
せ
な
い
ご
限
定
す
る
地
代
論
が
殺
生

L
、
一
般
的
の
承
認
を
得
る
に
至
れ
る

こ
芭
は
甚
だ
不
可
思
議
に
思
は
る
、
で
あ
ら
う
が
、
之
は
英
凶
に
於
て
は
大
陸
に
於
り
る
共
有
地
分
制
ご
み
」
〈
異

な
る
閣
総
農
地
法
(
E
4
氏
自
己
自
己
の
)
の
が
せ
し
4

】
ぐ
」
、
、
ヘ
ン
リ
川
l

七
世
以
来
農
業
山
仰
来
的
側
係
仁
噸
戯
な

〈
資
本
主
義
的
生
産
が
賀
行
せ
ら
れ
た
る
こ
戸
、
仁
基
〈
の
で
あ
る
。
従
て
吋
ノ
カ
ア
ド
の
地
代
論
は
似
A
T
上
地
忍

有
が
廓
止
せ
ら
晶
、
、
ご
も
、
資
本
主
義
的
生
産
主
へ
維
持
せ
ら
る
、
な
ら
ば
、
前
泊
附
せ
ら
る
、
所
で
あ
っ
て
、

各
穏
の
土
地
の
生
産
力
の
相
違
か

ι俊
生
す
る
差
盆
地
代
の
み
が
残
る
E
あ
ら
う
じ
然
る
仁
リ
カ
ア
ド
は
土
地
花

有
が
資
本
投
下
に
釣
I
τ
な
す
障
壁
を
認
め
て
ゐ
な
い
か
ら
、
彼
仁
よ
れ
ば
爆
援
物
は
永
縦
的
仁
正
常
偵
防
相
(
生

産
債
格
)
以
上
仁
販
寅
せ
ら
れ
な
い
V

も
の
で
あ
る
。
農
産
物
が
正
叩
倒
桁
(
生
産
恨
桁
)
泌
ち
に
阪
口
氏
せ
ら
る
、
に

過
ぎ
な
い
場
合
に
は
、
眼
差
盆
地
代

ωみ
が
俊
生
す
る
じ
止
ま
る
こ
ご
に
就
て
は
、
9
カ
ア
「
及
び
マ
uw

ク
旦
の

見
解
が
一
致
せ
る
所
で
あ
る
o

然
る
に
土
地
所
有
の
防
壁
が
あ
る
た
め
、
農
産
物
は
生
滞
債
格
以
上
に
も
叉
場
合

に
よ
っ
て
は
慎
値
以
上
に
も
阪
資
せ
ら
る
、
の
で
あ
る
。
之
仁
刷
出
じ

τ絶
封
地
代
ご
獅
占
附
代
ご
が
発
生
す
る
o

絡
調
地
代
古
凋
占
地
代
ご

u、
之
ef
外
而
的
に
見
れ
ば
、
土
地
所
有
の
凋
占
正
一
試
ふ
同
一
事
質
じ
よ
っ
て
後
生
す

る
か
の
如
〈
見
ゆ
る
が
、
北
(
の
内
而
に
於
て
充
分
明
確
な
る
悩
別
が
存
す
る
ζ

ご
に
仲
同
意
す
る
を
要
す
る
。
(
完
)

設

事E

マ
ル
ク
ス
の
担
割
地
代
k
倒
値
法
制

第
二
斗
一
番
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